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本論文 は ､ わが国の 乳幼児健診(以 下 ､ 健診とする) における保健師 の 関与状況と実

践活動を明確化 し､ 健診における保健師実践 モ デル の 構築を試みた もの である｡ 研究

は､ 自治体にお ける実態調査( n
= 66) と

､ 保健師を対象と した質的研究( n = 2 9) の 2 段 階

で実施され ､ 以下 の 結果を得て い る｡

1 . 健診実態 と保健師 の 関与 にお ける調査

対象とな っ た自治体は ､ す べ て 集団健診方式 で の 実施で あ っ た｡ 問診は 9 5 . 5 % ､ 個

別保健指導は 9 2 . 4 % の自治体 で実施され て おり
､
全て に保健 師が関与 して い た ｡ 保健

師は
､

問診で は 8 割が相談内容を確認するに とどめ､ 詳細な相談は個別保健指導で行

っ て い た｡ また
､

健診終了時の カ ン フ ァ レ ン ス は 9 2 . 4 % の 自治体で 実施されて おり ､

全て に保 健師の 関与 が見 られ た｡

未受診者 - の対応に つ い て は 9 5 . 5 % の 自治体で行われて おり ､ 主 な対応は保健師が

行 っ て い た ｡ さらに
､

二次健診対象者に 対する案内や調整 に加 え ､ 二 次健診 の未受診

者や拒否 の ケ
ー

ス に 対 して は ､ 地 区担当保健師が個別 に 対応 して い た0

2 . 健診にお ける保健師実践 の全体像に 関する質的研究

自治体に勤務する経験豊 かな保健師の イ ン タ ビ ュ
ー を中心 と したデ ー タ を

､ 修 正版

( m o di fi e d) G r o u n d e d t h e o r y a p p r o a c h ､ M
-

G T A (木下 1 9 9 9) を用 い て 分析 した ｡ そ の

結果 ､ 最終的に抽出 され たカテ ゴリは ､ ≪ 援助 の必 要性 を見極める ≫を コ ア カテ ゴリ

と して
､

≪ 豊か な育児を支援する ≫ ､ ≪ つ ながり の 土台を つ く る ≫
､

≪介入 の 基盤 を

整 える ≫ の 4 カテ ゴ リ (1 5 サブカテ ゴリ ､ 5 6 概念) で あ っ た ｡

保健師は ､ す べ て の 対象に行為を開始する前に ､ 受診者で ある母子 を正確に か つ 包

括的に把握 しよ うと情報収集とアセ ス メ ン トを繰り返 し ､ 母子 が援助を必要 と して い

るかを検討する ≪援助 の 必要性を見極める ≫ を行 っ て い た｡

≪ 援助 の 必要性を見極める ≫ の過程 で
､ 何らか の 援助 の必 要性が 明らか にされる と

､

母子 ､ 特に母親に 対する直接的な援助活動が行なわれ て い た ｡ それ は≪豊か な育児を

支援する ≫ で あり
,

< 母親を エ ン パ ワ
ー

メ ン トする >
､

< 具体的方策を提示する >
､

< 医師
一

母親間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をサ ポ ー トする > で 構成され た0 ≪ 豊か な育児

を支援する ≫は
､ 援助 の必 要性が低い と判断され た場合 でも ､ 対象 の状況 に応 じて広

く行われ て おり
､

健診で の
`

子育て 支援
'

の 要素を含ん で い る と い えた｡

さ らに保健師は､ 健診を母子 との 出会い の場 ､
つ ながり の き っ か けと捉 え

､
≪ つ な

がり の 土 台を つ く る ≫ を行 っ て い た｡
≪ つ ながり の 土台を つ く る ≫は ､ ≪援助の 必要

性 を見極める ≫ 過程 の 中で
､

≪豊か な育児を支援する ≫ と並行 して 行われて い た｡ さ
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らに < 保健師と の つ ながり を つ く る > と < 地域と の つ ながりを つ く る > の 2 つ の 方向

が見出され た｡

一

方､
≪ 援助 の 必 要性 を見極 める ≫ の 結果､

`

援助 の 必 要性が 高い
'

と保健師が判

断 した時､ 対象 と した母子 を継続フ ォ ロ ー に つ なげて い くた め の支援 と して ､ ≪ 介入

の 基盤を整 える ≫が行われて い た｡ こ れには ､
< 問題 の 共有化を図る > と < 援助者と

して の意思表示 > が あ っ た ｡ しか し
､

≪介入 の 基盤を整 える ≫ が≪援助の 必要性 を見

極める ≫の 状況 によりうまく進 まな い ときに は ､ 保健 師は働きか け を見合わせ
､ 対象

とな っ た母子 を < シ ス テ ム に組み込む > こと を行 い ､ 援助を継続させ るように して い

た｡ こ の ように して 保健師は ､ 母子 と距離を置き つ つ
､

シ ス テ ム の 中で母親 を見守り

続け ､ 時機 を見 て 家庭訪問などの 個別支援 - と つ なげて い こうと して い た｡

これ ら の 結果 を統合 し ､ そ の カテ ゴ リ間の 関係性から
"

健診 にお ける保健師実践 モ

デル
''

を提示 した｡

以上 ､ 本論文 は こ れ まで殆 ど取り上 げられて こなか っ た乳幼児健診にお ける保健 師

の 実践活動 を､ 実態調査と質的研究 の 二 つ の側面 か ら明 ら かに し､ そ の 分析結果に基

づ い て
"

健診に お ける保健師実践モ デル
"

を提示 した点 で独創性が認 められる ｡ 本研

究の 成果は
､ 現在急務の 課題で ある子育て支援 を取り入れ た健診 の 実施と

､
健診に携

わ る保健師の 質 の 向上 と い う点にお い て
､

臨床的応用性が高く ､ 学位 の 授与 に値する

もの と考え られ る｡
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